
北海道アナログゲーム教育研究会（石狩市） 

 
対象事業 中高生がTRPGで遊んでみる会ミニ 

活動期間 令和8年6月13日 

参加者数 20名 

（中学生12名、高校生6名等） 

団体の概要 
2011年設立。アナログゲームを教育に活用し、コ

ミュニケーション能力等の育成を目的に活動してい

る。本事業のほか、石狩市民図書館の「図書館でボ

ードゲームしちゃだめですか」で講師として活動し

ている。 

事業の実績 

 オンラインでの交流が普及する一方、対面で人と

関わる機会が減少している現状を踏まえ、TRPG（テ

ーブルトークロールプレイングゲーム。カードゲー

ムやボードゲームなどのアナログゲーム）を通じて

人と話し、協力しながら交流する場を提供。参加者

を４クループに分けてセッションを実施。他者と意

見を伝えたり聞いたりしながら相談して行動を決定

し協力してゲームを進行。楽しみながらコミュニケ

ーションを図った。 

 

 

事業の効果

・参加者等の感想（アンケート集計） 

ゲームとしての評価も高かった上に、他者の考え

を意識したり、自分の考えを伝えようとしたとい

う回答が多く、参加者同士の交流や意思決定を通

じたコミュニケ―ションの機会となった。次回も

参加したいという回答が多かった。 

・次年度に向けた抱負 

本事業のほか石狩市でのイベントでも好評であ

ったことから、新たな参加者の発掘を目的に、札

幌中心部以外の周辺地域での開催を継続したい。 

  


